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１．会社概要（２０１５（平成２７）年度） 

名  称：日本エフディ株式会社 

代表者名：代表取締役社長 金森 真一 

設  立：平成９年９月２２日 

営業開始：平成１０年１月１日 

資 本 金：９０，０００千円 

所 在 地：〒399-8205 長野県安曇野市豊科２０９５－１ 

      TEL 0263‐72‐5568／FAX 0263‐72‐5569 

敷地面積：１３,６０８m2 

商品紹介：凍結乾燥（フリーズドライ：ＦＤ）食品及び添加物の製造、販売 

 営業許可：そうざい製造業･乳製品製造業･添加物製造業･食肉製品製造業 

環境管理責任者：研究開発部長 横山 篤    

事業規模： 

生産量（平成 27年度） ８１２.７ｔ 

売上高（平成 27年度）  １，６１９百万円 

従業員数（平成 27年 12月）  ６３人 

延床面積（平成 27年 12月） ７,６６８m2 

 

２.対象範囲と組織図 

 

 

  

認証範囲及び登録範囲 

総務部 SCM部 生産部 研究開発部 品質保証部 

株主総会 

取締役会 

代表取締役社長 

製造第１グループ FDグループ 製造第２グループ 工務グループ 
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３．環境基本方針 
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４．環境目標 

アサヒグループの環境取組み目標「アサヒ環境ビジョン２０２０」の達成目標数値をベースとして、

環境基本方針と環境への負荷及び取組への自己チェックの結果を踏まえ、又事業活動の目標も考慮し、

環境目標を策定した。 

環境基本方針 管理項目 
今年度の環境目標 

（２０１５年度） 

最終年度の環境目標 

（２０１６年度） 

省 エ ネ ル ギ

ー、ＣＯ2 

排出量の削減 

1) 電気・灯油の効

率的使用 

2) 車による CO2 排

出量の削減 

1) ２００８年度実績に

対して１５％削減 

2）２０１０年度通勤車両

の CO2 排出量に対して１

３%削減 

1)２００８年度実績に対して１６％

削減 

2)２０１０年度通勤車両のCO2排出量

に対して１６％削減 

水資源の保全 1) 水の効率的使用 

2) 排水の水質管理

の徹底 

1) ２００８度実績に対

して１５％削減 

2)自主排出基準の厳守 

･排水関係事故 0件 

1) ２００８度実績に対して 1６％削

減 

2)水資源の確保 

3)排水関係の事故 0件 

廃 棄 物 の 削

減、リサイク

ルの推進 

1)廃棄物の削減 

2)リサイクルの推

進 

1-1) 廃棄物を２００８

年度実績に対して２７％

削減 

1-2) 食品廃棄物を２０

０８年度実績に対して３

１％削減 

2) 食品廃棄物１００%の

リサイクル化継続 

1-1) 廃棄物を２００８年度実績に

対して３０％削減 

1-2) 食品廃棄物を２００８年度実

績に対して３４％削減 

2)食品廃棄物１００%のリサイクル

化継続 

環境にやさし

い製品調達の

推進 

環境にやさしい文

具の把握及び調達

計画の立案、推進 

1） 環境にやさしい製品

サービス及び資材の

調達、資材のグリーン

調達２０％以上 

2） 環境にやさしい製品サービス及

び資材の調達、資材のグリーン調

達 25％以上 

情報開示、コ

ミュニケーシ

ョンの推進 

1)環境情報の発信 

2)主要協力会社等

との環境活動の実

施 

3)地域との環境活

動の推進 

1) 環境活動レポートの

公表 

2) 環境活動への協力要

請       

3) 工場周辺美化活動 

1）環境活動レポートの公表 

2）環境活動への協力要請       

3）工場周辺美化活動 

 

 

 

 



日本エフディ株式会社環境活動レポート 2015.1～12 

 

6/15 

５．環境数値目標値に対する実績（２０１５年１月～１２月） 

評価：○数値目標達成、△削減達成、×増加 

取り組み項目 

基準年度 

２００８年度 

排出量・ 

使用量等 

２０１５年度 

目標 

目標値（絶対値） 

２０１５年度実績 

評価 
使用量等 

対比率 

増減 

電気使用量の削減 ４，０６６千ｋｗｈ 

基準年度比 

 １５％削減 

3,456 千ｋｗｈ 

４，３４３千ｋｗｈ 

基準年対比 

１０６．８％ 

６．８％増加 

× 

灯油使用量の削減 ４８５．６ｋL 

基準年度比 

 １５％削減 

413ｋｌ 

５３９．２ｋL 

基準年対比 

１１１．０％ 

 １１.０％増加 

× 

ＣＯ2 発生量の削減 ３，６１６．３ｔ-

CO2 

基準年度比 

 １３％削減 

３,９０１．２ｔ-

CO2 

基準年対比 

１０７．９％ 

 ７．９％増加 

× 

用水使用量の削減 1４４，７２３㎥ 

基準年度比 

 １５％削減 

123,000 ㎥ 

２４７，５０４㎥ 

基準年対比 

１７１.０％ 

 ７１.０％増加 

× 

廃棄物排出量の削

減 
186.800ｔ 

基準年度比 

 ２７％削減 

136ｔ 

１３３．７６ｔ 

基準年対比 

７１．６％ 

 ２８．４％削減 

○ 

食品廃棄物排出量

の削減 
67.5ｔ 

基準年度比 

 ３１％削減 

47ｔ 

２５．１７ｔ 

基準年対比 

５４．０％ 

 ４６．０％削減 

○ 

食品リサイクル率の

向上 

リサイクル率

100% 

リサイクル率 

 １００％ 
 リサイクル率 100％ ○ 

グリーン品購入の促

進 
 

グリーン調達 

 ２３％以上 

グリーン購入：  

２１０/４９５品目 
４２．４％ ○ 

 

○環境レポート作成にあたり使用した電気事業者別二酸化炭素排出係数について： 

・２０１５年通産省発表 中部電力二酸化炭素 実排出係数 ０．５０９（kg-CO2/kWh)を使用 
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６．環境活動計画の内容と取り組み結果の評価 

１）環境活動計画の内容と取り組み結果と評価及び次年度へ向けての見直し 

※評価見直 ○：次年度も継続して活動する △：活動内容を見直す必要がある   

         ×：目標から見直す必要がある   

2015年度目標 
活動内容 

目標達成手段 

担

当 
活動取り組み結果 

※ 

評価 

見直 

・基準年度 2008年釜稼働数９２７釜/ＦＤ稼働時間 21,284.75Hs。 

・数値（絶対値）目標に対して、凍結乾燥機稼働を主とし、受注数量の増減によって釜稼働数が増減する装置

産業としての業態を踏まえ、活動の目標数値としては、灯油、電気、水については基準年度（2008年）の釜稼

働数実績の 1釜当り使用数量を基準として、１釜当りの使用数量の削減目標を設定し、またその他の項目につ

いては、数値目標の達成状況を踏まえ、前年比削減目標を設定し、2015年活動取組みを行った。 

Ⅰ．省エネルギー・ＣＯ2排出量の削減 

Ⅰ-1.電気・灯油の効率的使用 

Ⅰ-1-1.電気使用量の

削減  

【活動の目標値】 

・3,460.3kwh/釜 

（2014年比１％削減） 

 

【目標値設定根拠】 

2008年1釜当り電気使

用 数 量 ＝

4,386.29kwh。 

2008 年と同数の釜

稼働を基準として削

減目標 15％とすると：

3,728.3kwh 

2014 年 実 績 は 、

3,495.3kwh で 上 記

15％削減は既に達成

済みである。 

よって、2015年目標

値としては 2014 年実

績比１％以上削減を

目標とした。 

1) 主要品目のＦＤ

時間の見直し 

 

 

 

 

 

2) 新商品設計時及

び既存製品工程

見直しによる電

力削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 特定の使用機器

の使用時間の把

握 

 

 

対

象 

部

門 

 

 

 

1)ＦＤ釜の 1釜当り稼働時間は、2014年：22.79

時間/釜であったが、2015 年実績は 22.92 時間

/釜で、受注製品の内容によって、製造品目が一

定しない事もあり、全体としての短縮は達成で

きなかったが、品目別では 2日乾燥を 1日乾燥

可能に出来た品目もあり、 次年度も引き続き

活動を続ける。 

2)-1 新商品設計時の対応については、研究開

発部にて新商品工程設計時配慮するようにチ

ェックシートで確認継続した。適正な加温設定

について、量産前打合せで試験機データを基に

生産部と打合せする事や、トレー積載量の検証

など実施した。今後も継続する。 

2)-2 既存製品の工程見直しについては、生産

部主導で取り組んだ。 

・味噌粉砕包装工程での工数削減に於いては、

前年実績比 20％位の工数削減となった。 

・また、予備凍結庫の運転見直し等の効果あり、

2015 年ＦＤ釜当り電気使用量は、2014 年比

97.5％の実績となった。 

3)現場機器だけでなく、事務所部門等の間接部

門の使用機器に対しても水平展開した。各部署

にて週単位で環境チェック表による習慣化チ

ェックを行い、徹底を継続した。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
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4) 機器の更新によ

る省電力化 

 

・部署ごとの取組みの差は出てはいるが、確実

に浸透しており次年度も引き続き活動し習慣

化させる。 

4)-1 消費電力の小さい家庭用空調機の導入を

前年に続き 1部署 2台追加設置した。夏期は扇

風機と組み合わせる事で、室温 28℃以上を稼働

の目安として運用した。各部署に温度湿度計を

設置し、逐次確認しながら、冷暖房を実施した。  

・事務所においては、西日対策に関しては引き

続き検討課題である。 

4)-2 省エネ設備の導入については、アサヒグ

ループの協力も得て、毎月開催する「工務部会」

にて協議し各課題協議を実施。 

６月冷凍機クーリングタワーの清掃を実施し

た。メンテナンスは外部業者に委託して計画的

に実施している。 

・次年度も習慣化定着を目指して活動を続け

る。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

Ⅰ-1-2.灯油使用量の

削減  

【活動の目標値】 

417㍑/釜 

【目標値設定根拠】 

2008年1釜当り灯油使

用数量＝524㍑/釜。 

2008 年と同数の釜

稼働を基準として削

減目標 15％とすると：

445.2㍑/釜 

2014 年実績は、418

㍑/釜で上記 15％削減

は既に達成済みであ

る。 

よって、2015年目標値

としては 2014 年実績

比 0.1％以上削減を目

標とした。 

1) 主要品目のＦＤ

時間の 0.1％短縮 

 

 

 

 

 

 

 

2) 新商品設計時及

び既存製品工程

見直しによる灯

油削減 

 

 

3) 蒸気漏れ対応と

予防策の作成 

 

工

務 

・

Ｆ

Ｄ 

生

産

部 

1)-1 ボイラーの効率化運転のため、各ボイラ

ーの圧力設定を調整し、新しい高効率ボイラー

が優先的に稼働するように調整する施策を継

続した。ボイラー業者とのメンテナンス契約の

元に定期メンテナンスを実施した。 

1)-2 ＦＤ時間短縮への取り組みは、電気使用

量削減の取り組みと同様に生産部主体で進め

た。 

これらの取組みは次年度も継続する事とする。  

2)灯油使用量 2015年実績は、418㍑/釜（前年

比 100.2％）で活動目標の原単位数値は未達成

となった。合計ＦＤ釜稼働数は、2015年 1,296

釜で、2014年比 100.5％の実績となった。 

・来年度も原単位を使い活動の評価を継続す

る。 

4)メンテナンス対応と合わせ、定期パトロール

等で事前対応を実施。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

Ⅰ-1-3.使用量の把握 全機器のリスト化 

 

 

 6月リスト化完了した。今後とも継続する。 ○ 
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Ⅰ-2.ＣＯ２排出量の削減 

Ⅰ-2-1. 通勤車両か

らの排出量の削減 

通勤車両ｶﾞｿﾘﾝ使用量

を 2010年比 13％削減 

燃費向上の為の教育

を通じて目標達成を

目指す 

 

 

 

登

録

者 

 

 

 

1)新入社員入社時教育として、エコ運転につい

て教育を行った。 

・本年燃費調査は実施せず。 

・会社前道路拡幅工事中であり、２車線道路と

なる。工事完了後、自転車通勤の推奨や、ノー

マイカーディ導入の検討を実施する予定。 

 

○ 

 

 

 

 

Ⅱ．水資源の保全 

Ⅱ-1.用水（井水）使用

量の削減  

 

ＦＤ1 釜当り水使用量

前年比 16.5％削減 

 

【活動の目標値】 

132.7ｍ３/釜 

【目標設定根拠】 

2008年実績： 

156.1ｍ３/釜 

2008 年実績値の 15％

削減数値を、目標値と

して設定。 

1) 冷却水削減 18％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 部門毎水使用時

間の把握と短縮 

3) 新商品設計時、水

削減工程の設定 

 

 

4) 機器の更新によ

る水使用量の削

減 

 

担

当 

部

門 

 

 

 

 

 

 

担

当 

部

門 

 

1)水使用量の内、生産関係 11％、冷却水関係

89％となっており、除湿機（カサバー）やＦＤ

機関係の冷却水が多くの部分を占めている。 

・クーリングタワーのバルブ劣化が発見され、

10 月修理実施し、その後水使用量は減少の傾

向を示している所である。 

・上記減少傾向を示しているが、結果として、

2015 年間原単位実績は、１９２ｍ3/釜（前年

比１２３%）となり未達成。 

次年度も原単位を使い活動の成果評価を継続

する事とする。  

2) 環境チェック表にて自己確認を行い、節水

を習慣づけることが出来た。 

3) 研究開発部にてチェック表を使い確認継続

実施。固形分の設定、トレー積載量の調整等釜

当り出来高アップを踏まえ活動した。 

この取組みは次年度も継続する事とする。 

4）コンデンサー交換等に当って、適性水圧調整

実施した。 

 

○ 

 

 

 

 

× 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

Ⅱ-2.排水関係事故０

件 
排水関連事故ゼロ 

1)排水処理設備の安

定した管理 

 1)排水処理事故ゼロ件達成。 

・排水処理点検記録票の記録及び確認承認手順

を継続運用した。今後も継続する。 

○ 

Ⅱ-3.排水の清澄化 

 
排水の均一化 

1)排水処理負荷の均

一化 

2)高濃度排水液の処

理方法の検討 

 1)2)排水均一化のため、アルコールを含んだ原

料のＦＤ脱水時排出するアルコール含有高濃

度排水は、一旦地下タンクに貯めて、負荷を踏

まえ一定量を処理するように負荷の均一化を

図った。手順書作成し運用実施。今後も継続す

る。 

 

○ 
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Ⅲ．廃棄物の削減、リサイクルの推進 

Ⅲ-1.廃棄物排出量の

削減  

【活動の目標】 

産業廃棄物 2014 年排

出量実績：126ｔの維

持 

 

 

Ⅲ-2.食品リ法に基づ

く食品廃棄物発生の

抑制 

【活動の目標】 

食 品 廃 棄 物 排 出 量

2014年実績：29ｔの維

持  

 

 

1)廃棄物排出量前年

比削減 

 

 

 

 

 

 

1)開発部門での試作

原料の削減リサイク

ル 

2)新規製品導入時工

程・原料の効率化 

 

3)製造ミスによる廃

棄を無くす 

 

1G･

2G 

 

 

 

 

 

 

研

究 

開

発 

 

1G･

2G 

 

 

 

 

 

1)2015年廃棄物排出量１３３.７５ｔ、前年比

１０６％ で活動目標は未達成。 

・製品出来高としては、２０１４年比９０％の

実績だったが、廃棄物量としては増加の結果。 

・工程不具合による不良品廃棄が、廃棄損目標

以上に発生した。再発防止へ取組み、ミスを無

くす取り組みを継続する。 

この取組みは次年度も継続する事とする。 

1)試作原料として入荷する原料について、必要

最小量にするよう、取り組んだ。月次の冷蔵庫

などの２Ｓ活動を実施し、全員で取り組んだ。 

2)原料の梱包資材の分別化、包装紙を有価物と

して再生する取組みを継続した。次年度も継続

する。 

3) 新規製品の量産打合せ時にロスが最小限に

なるように、生産部と検討を継続した。環境チ

ェック表にて習慣化確認を行う。 

この取組みは今後も継続する事とする 

1)2)3) 2015年の食品廃棄物は２５ｔ（前年比

８４％）活動目標値達成した。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

Ⅲ-3.食品廃棄物再利

用 100％の維持  

1)食品廃棄物ガス化

リサイクル継続 

・処分場の現地確認

を行う 

環

境 

委

員 

1)産業廃棄物処分場の現地確認、及びマニフェ

スト管理により、リサイクル率 100%が維持され

ていることを確認した。 

 

○ 

Ⅳ．環境に優しい製品の購入 

Ⅳ-1.資材グリーン調

達 23％以上 

 

Ⅳ-2.間接部門資材の

削減 

1)環境に優しい商品

を積極的に購入する 

 

2)資材事務用品の適

正化 

各

部

署 

1)事務用品 495品目中 210 品目（42.4％）をグ

リーン調達した。 

2）事務用品購入については、グループ内購入シ

ステム「ソロエル」の発注担当を各部署単位で

決め、適品適量購入を推進した。 

この取組みは次年度も継続する事とする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 
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Ⅴ．情報の開示、コミュニケーションの推進 

Ⅴ-1.環境情報の発信 

 

 

 

Ⅴ-2.主要協力会社と

の環境活動の充実 

 

Ⅴ-3.地域との環境活

動の推進 

1）環境レポートの公

開：ホームページに掲

載し情報発信を行う 

 

1）グループ内及び協

力会社での情報共有 

 

1)工場外周及び通勤

路の清掃活動：地域ボ

ランティア活動とし

て実施する 

全

員 

1)環境活動レポートを、ホームページに掲載

するとともに、社内食堂掲示板に置き、共有

化に努めた。 

 

1)応接室に環境レポートを置き、エコアクシ

ョン２１の説明時に使用した。 

 

1)従業員全員による、工場外周及び通勤路の

清掃活動を 8月 11日に実施した。 

 【社外清掃活動の様子】 

  

  

・廃プラ 3.3kg、金属 2.2kg の放置ごみを回収

した。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

２）教育訓練・緊急時の対応の取組について 

（１）教育訓練 

社内教育（全社員・関連社員）は、新入社員への教育を都度実施した。 

月毎のユーティリティー使用状況を掲示し、活動計画の進捗状況を全社員に把握してもらっ

た。 

部門内教育（各部門社員に対して）は環境委員に対して委員会活動を通して実施した。 

社外教育（環境関係各講習会・研修会、関係法令講習会・研修会、省エネの研修会）も環境委

員のスキルアップを主体として受講することができた。
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（２）緊急時対応訓練 

  緊急時の対応は３項目あるが、訓練は年１回 ３項目の中の１項目を行い、３年で全項目を完

了することとしている 

本年の緊急時対応訓練は 10/27に行った。本年は、灯油の公共水域への流出時の対応訓練を行

った。次年度は苛性ソーダの公共用水域への流出時の対応訓練を行う。 

 

３）全体評価 

 （１）全体評価と見直し 

    活動における評価については、アサヒグループとして設定された絶対数量目標値はあるもの

の、実態としての活動評価としては、受注が中心の業務形態による乾燥機稼働数の増減を踏まえ

ての活動目標として設定した「釜当り使用量原単位目標値」を使用して評価する事とする。 

その結果、「灯油」「水」「廃棄物」の項目において設定目標値を達成することが出来なかった。 

また、２００８年比で工場製造出来高数量１kg当たりのユーティリティー使用量の推移を比較

すると、表１及び各グラフから灯油・廃棄物の排出量及びＣＯ２排出量の出来高１kg当りの原単位

は、２００８年比削減されているが、水・電気の使用量は逆に増加してしまっている。 

上記の通り、BtoB商品が大部分を占める商品構成と、受注生産を基本とした工場稼働をベース

としており、数値だけの比較では、活動実態を反映出来ないと考えられる。昨年からは、FD乾燥

釜の稼働当りの使用量を原単位として比較し評価するように目標設定等設定した。今後も同様に

釜当りの使用量を原単位として評価したい。 

表１には、昨年まで実施していた、製造量を原単位とした比較表を示す。 

表１：製造量 1ｋｇ当たりのユーティリティー使用量 2008年比 

年度 灯油 

(㍑/kg) 

電気 

(kwh /kg) 

水 

(ｍ2/kg) 

廃棄物 

(廃棄量 kg/

出来高 kg) 

CO2 

(t.CO2/t) 

 

出来高

（ｔ） 

 

釜稼働

数 

2008年 0.73 5.23 0.19 0.24 4.65 777.75 933 

2015年 0.66 5.28 0.30 0.16 4.74 823.43 1,296 

2008年比

増+減▲ 

90.4％ 

▲9.6％ 

100.96％ 

+0.96％ 

157.9％ 

+57.9％ 

66.7％ 

▲33.3％ 

101.9% 

+1.9％ 

105.8% 

+5.8% 

138.9% 

+363釜 

 

0.00

0.50

1.00

1.50

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

灯油原単位推移（単月比） 2008年（L/ｋｇ）

2014年（L/ｋｇ）

2015年（L/ｋｇ）
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※ 上記グラフでは月毎の原単位推移を表す。 

『環境活動計画の内容と取り組み結果と評価及び次年度へ向けての見直し』の「評価と見直し」

より、次年度見直しが必要な活動内容について課題は次の通り。 

１、電気使用量の削減として、FD機稼働当りの使用量目標を設定して削減に取り組む。 

２、灯油使用量の削減として、FD機稼働当りの使用量目標を設定して削減に取り組む。 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

電気原単位推移（単月比） 2008年（ｋｗｈ/ｋｇ）

2014年（ｋｗｈ/ｋｇ）

2015年（ｋｗｈ/ｋｇ）

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

水 原単位推移（単月比） 2008年（㎥/ｋｇ）

2014年（㎥/ｋｇ）

2015年（㎥/ｋｇ）

0.00

0.20

0.40

0.60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

廃棄物 原単位推移（単月比）
2008年（出来/廃棄)

2014年（出来/廃棄)

2015年（出来/廃棄)
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4.00
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7.00

8.00

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

CO２排出量原単位推移（単月比） 2008年（ｔ・CO2/ｔ）

2014年（ｔ・CO2/ｔ）

2015年（ｔ・CO2/ｔ）
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３、ＣＯ２排出量の削減として、通勤車両のＣＯ２削減のために燃費向上の啓蒙だけでなく、電車

通勤の推奨を次年度に向けて整備する必要がある。 

４、食品廃棄物削減として、製造ミスによる不具合の削減のために現場との情報の共有化を進め

現状の把握をし、ミスを無くす為の手順を現場作業員全体で検討する。 

５、次年度計画されている設備導入は、工務部会等で協議し、導入後はエネルギー推移を確認し

て行く。 

 

（２）環境管理責任者としての評価 

   ２０１５年の活動の結果、アサヒグループ環境目標を基準に、２００８年を基準年度として設

定した数値目標は、電気・灯油・用水・ＣＯ２排出量については増加となり未達成、廃棄物及び

食品廃棄物排出量については目標達成の結果となった。また、食品リサイクル及びグリーン購入

に関しての数値目標は達成した。ＣＯ２排出量に関しては、換算係数の差もある。 

   当社はフリーズドライ機を用いて乾燥食品を製造する業態であり、大部分をＢｔｏＢ商品が占

める商品構成で、受注生産が大部分である。稼働増はエネルギー使用量増加に直結する。２０１

５年の凍結乾燥機稼動数は２００８年比１３９％の増の実績となり、また前年比でも１００.

５％の増加となった。 

   上記稼働増は、年初稼働計画予算を上回る結果であったが、当初の稼働予算として２００８年

比１１８％の予算計画を踏まえ、目標達成の為２０１５年においては、凍結乾燥機稼働（釜）当

たりの灯油・電気・水の使用量を、使用原単位として前年実績比での削減目標を決め、工場重点

課題として取り組んだ。 

結果としては、灯油の使用原単位（L/釜）は、前年比０.２％の増加（削減目標０.１％減）。

電気の使用原単位（KWH/釜）は、前年比９７.５％の削減（削減目標１％減）となった。乾燥機

稼動数は前年比１００.５％と増加している割合と比較すると、活動の効果は出ていると評価す

るが、灯油に関して目標達成とはならなかった。 

ハード面では、凍結乾燥機の缶体の更新を行ったが、主要機器である冷凍機、真空ポンプ等は

継続して使用のため、削減効果は見込みにくい所である。 

日常ベースの活動は、各部署単位で決めたチェックリスト進捗確認で定着化を目指し、自らを

律する活動を自ら行う事が出来た。 

今後は、日常活動をベースに新規取り組みを取り入れ、設備投資案件は限られてしまうが、ア

サヒグループ各社を参考として、またアサヒグループのエンジニアリング部門の指導を受け、省

エネ設備導入等、削減目標に向けて進めて行く。 

（３）代表者としての評価   

   省エネに関しては新規の設備導入が鍵となる。電気について新方式の新規設備のテストに入っ

た。1年かけて検証し、結果が良好であると判断できたら本格導入を行う。 

自責不具合による廃棄損の大幅削減は全社目標であるが、確認不足などによる不具合が継続し

て発生している。原因と対策に加え検証もしっかり行い PDCAを廻していくとともに互いにコミ

ュニケーションを円滑にして気づきあい、不具合を未然に防げる組織にしていきたい。 

環境チェックリストは自らの行動を振り返る良いツールである。マンネリ化に陥らないよう新

たな項目に差し替えながら活動を活性化し、全社の意識を高めていきたい。  
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７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

（１）法令等の遵守状況             遵守状況確認日 平成 26年 2月 24日 

法令等 遵守状況 評価 

水質汚濁防止法 各規制値はそれぞれ監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

下水道法 各規制値はそれぞれ監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

廃棄物処理法 廃棄物保管場所の表示は指導要項に沿って掲示されている 

契約書・帳簿・管理票・管理票交付状況報告 各書類は適正に管理さ

れている 

産業廃棄物管理票交付等状況報告書は提出されている 

契約している産業廃棄物処分場の許可証・現地の確認が行われている 

 

 

○ 

 

高圧ガス保安法 冷凍機保安検査が実施されている ○ 

安曇野市公害防止条例  特定施設の届出書類は適正に管理されている ○ 

省エネルギー法 第二種エネルギー管理指定工場届済 ○ 

フロン回収法破壊法 対象機器の廃棄は行われておらず、冷凍機は適正に管理されている ○ 

毒劇物取締法 対象物は適正に管理されている。 ○ 

消防法 危険物地下タンク定期自主点検・消防設備等点検結果報告 ○ 

騒音規制法 規制値は監視・測定の結果、規制値内で管理されている ○ 

大気汚染防止法 

安曇野市環境保護条例 

対象となる機器の設置・変更は行われておらず適正に管理されている 
○ 

長野県地球温暖化対策条例 排出抑制計画及び達成状況の報告は行われている ○ 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の廃棄は行われていない ○ 

自動車リサイクル法 社有車の廃棄は行われておらず、適正に管理されている ○ 

食品リサイクル法 食品廃棄物再生利用等の 2011年基準実施率：達成(実施率 100%） 

食品廃棄物発生量抑制の実施量把握 

食品廃棄物再生利用の実施量把握 

食品廃棄物減量の実施量把握 

 

 

○ 

PCB 廃棄物の適正な処理の

処理の推進に関する特

別措置法 

廃棄物保管場所の表示は指導要綱に従って掲示されている 

保管状況の報告書も提出されている 
○ 

（２）環境関連法規については、環境関連法規遵守チェック表にて取りまとめ評価し、定期的にチェッ

ク・見直しを実施し、違反、漏れが合った場合は是正する仕組みを作り、計画通り実施した。 

（３）過去 3年間関係当局から環境関連法規制に付いての指導・指摘は１件もなかった。 

（４）奉仕活動としての社外清掃活動を行う事による周辺美化、法令遵守による公害防止により訴訟・

指摘は１件もなかった。                             以上 


